
平成 19 年度電気関係学会北陸支部連合大会 

極性反転チョッパを用いた 
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1. はじめに  

バッテリより機器に電力を供給する場合，電圧

変動が大きいためしばしば非絶縁の昇降圧形の

DC-DC コンバータが用いられる。非絶縁の DC-DC
コンバータとしては昇降圧チョッパ (1)(2)が有力で

あるが，全エネルギーを一旦，リアクトルやコン

デンサに蓄積するため，効率の低下が懸念される。 
本論文では，差分の電圧のみを変換することに

着目した新しい概念の昇降圧型 DC-DC コンバー

タ回路を提案する。ここでは，提案回路の基本的

動作と効率を実機により確認したので報告する。  

2. 回路構成  

図 1 に提案回路を示す。本回路では， 入力電圧

Vin に直列コンバータの出力電圧 Vconv を重畳させ，

負荷に供給する電圧を出力する。このとき負荷電

圧 Vout は  (1)式で表される。  

convinout VVV +=      (1) 

負荷に供給する電圧のうち，入力電圧と目標出

力 電 圧 の 差 分 だ け 直 列 コ ン バ ー タ の 出 力 電 圧

Vconv として発生させることにより，変換器容量を

低減し，損失を低下させる。直列コンバータ出力

電力を P2，電源から負荷への直達電力を P1，直列

コンバータの効率をη c とすると，提案回路の全体

効率η t は (2)式で表され，常にη t>η c となる。  
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本論文では直列コンバータに極性反転チョッパ

を用いる。直列コンバータの出力電圧 Vconv は H
ブリッジで正負を切り替えることにより，正負の

電圧へ切り替える。これを入力電圧に加えること

で，昇降圧型コンバータの動作を実現する。  

3. 実験結果  

出力電圧 12V，出力電力 14W，スイッチング周

波数 100kHz とし，実験を行った。図 2 に提案回

路の効率の入力電圧特性を示す。入出力電圧差の

小さい領域で効率が高くなっていることを確認で

きる。 高効率は 12V 時に 98%となっており，従

来に対し損失を 3%低減することができた。これ

は直列コンバータでの損失が小さいためである。

図 3 に降圧時と昇圧時のリアクトル電流を示す。  
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図 1 提案回路  

Fig. 1. Proposed circuit. 
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図 2 提案回路の効率  

Fig. 2. Efficiency of proposed circuit. 
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(a)Step down mode        (b)Boost mode 

図 3 リアクトル LC 電流波形  
Fig. 3. Current waveform of the reactor Lc. 

 
両方の場合で，極性反転チョッパとして動作でき

ることを確認した。  

4. まとめ  

本論文では，差分電圧のみを変換する昇降圧形

DC-DC コンバータを提案し，効率を実機により測

定した。今後は，直列コンバータのスイッチ数の

低減や，回路定数の見直しなどの 適化を行い，

効率の改善を行う予定である。  
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